
(1) 将来都市像と都市づくりの基本理念 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【都市づくりの基本理念】：改定案 

 

【都市づくりの基本理念】：現⾏ 

 

 

【将来都市像】：現⾏ 

 

 

 

【将来都市像】：改定案 

 

 

 

自然に抱かれ ⼈々の交流のなかで 

共に育む 活⼒ある住み良さ創造都市 
活⼒と笑顔あふれるまち  

◯第二次山陽小野田市総合計画の 
策定 

➔第二次山陽小野田市総合計画で本
市の目指すまちの姿である将来都市
像を採用している。 

① 安⼼・安全・快適・便利な都市を創る 

 本市に暮らす全ての人が今後も安心・安全に住み続け

られるよう、⾝近な⽣活の場において、快適で便利な市街

地、活⼒とにぎわいにあふれる都市空間を創出します。  

② 地域の個性や資源を活かした都市を創る 

 これまで育んできた各地域の個性を守り活かすと同

時に、市全体の資産である産業集積、都市基盤施設、そし

て人材資源などを最大限に活用して持続可能な都市づく

りを進めます。  

  

① 市⺠⽣活を守る、安心・安全な都市を創る 
本市に暮らす全ての人が今後も本市に住み続けられる

よう、防災や防犯対策等の充実により、安心・安全な都市

を創出します。  

② 都市機能の充実とネットワークの強化により、 

快適・便利な都市を創る 
身近な生活の場において、快適で便利な市街地を形成

し、地域同士の連携を強化することで、活⼒とにぎわいにあ

ふれる都市を創出します。 

③ 地域の個性や資源を活かした都市を創る 

これまで育んできた各地域の個性を守り活かすと同時に、

市全体の資産である産業基盤や都市基盤施設、そして地域に

住む市⺠や学生などの人材資源を最大限に活用して持続可

能な都市を創出します。 

重要キーワード 

（現況分析より） 

◯公共施設、道路の安全性や、防災対
策に対する重要度が高く、市⺠満足
度は低い。（市⺠アンケート） 

○⽔害などの災害に対する意識が⾼まっ
ている。 

○空き家等の管理及び抑制対策につい
て重要度が⾼く、市⺠満⾜度は低い。 

  （市⺠アンケート） 
➔安心・安全に対する内容を記載し、快
適・便利を②に記載 

◯⽴地適正化計画の策定等による「コン
パクトシティ・プラス・ネットワーク」の構築
が求められている。 

◯公共交通網形成計画において、持続
可能な公共交通の形成を⾏うこととし
ている。 

◯「徒歩圏で買い物ができる商業施設の
充実」「公共交通の利便性向上」につ
いての市⺠意向が強い 

（市⺠アンケート） 
➔コンパクトシティの実現に向けた取組が

必要なため、項目を追加。 

◯山口東京理科大学の公⽴化、薬学
部の新設などによる学生の増加 

➔人材資源について「学生」を強調 

都市基盤施設：都市のさまざまな活動を支える最も基本となる施設。 

       （道路、鉄道、上下水道、電気、ガス、公園、情報通信施設等） 

議題 － ２ 

【用語説明】 産業基盤：産業の育成、発展にとって不可欠な施設の総称。 


